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株式会社ジェイコムイースト 群馬局 

2014 年度 放送番組審議会 議事録 

 

 

2014 年度の放送番組審議会は、2014 年 11 月 12 日（水）にジェイコムイースト群馬局で開

催された。 

 

 

＜放送番組審議会委員＞ 

ご出席 

石 井  學 様      新 井  政 信 様      高 井  俊 一 郎 様 

時 澤  常 雄 様      長 塩  英 雄 様      

大 竹  良 明 様 （次期委員） 

ご欠席（委任状） 

鈴 木  繁 男 様     竹 中  三 郎 様       番 場  太 一 様 

深 澤  る み 様     冬 木  倫 之 助 様       前 田  勇 様     

 

事業者側から現況報告及び J：COM チャンネルの報告があった。 

 

【質疑応答・意見交換】（石井会長による進行） 

 

１．『ホームタウンぐんまにあ』に関する意見 

（イベントの映像記録として活用） 

委員  J:COM には、JC はじめ各種イベントに取材いただき感謝している。 

うまくまとめて編集してあるので、テレビ映像を記録用にも使用していて有難い。 

青年会議所のメンバー向けにも J:COM 加入の周知をお願いしたい。 

 

（地域イベントの魅力発信） 

委員  番組を通じて、知ったイベントもあって、行ってみたいと感じた。勉強になった。 

「救急の日」は、現場の大変さが分かる企画であった。 

 

（構成への提言、話題性ある地元ネタで企画立案） 

委員  高崎観音の万灯会は、綺麗に撮られていた。ガーナ人の方の感想を伺っていた箇

所は、構成的に良かった。観音は、高崎市の井上工業の創業者の方が作られたが、住職



 2 

の橋爪先生のインタビューが聞けたら、ストーリー性が出てきたのでは。 

「キャベツ畑」イベントのような地域振興につながる紹介は、今後も続けて欲しい。 

織田家が造った楽山園という素晴らしい大名庭園があるが、これに多胡の碑、世界遺産の

富岡製糸場と、西部地区には、こうした名所旧跡が連なっているので、群馬のためにもそう

いった考えを以って番組で売り出して欲しい。 

来年は、群馬の揖
か

取
とり

県令（現県知事）の奥さんが大河ドラマ（『花燃ゆ』）となるし、群馬県マ

スコットの「ぐんまちゃん」が“ゆるキャラグランプリ”を受賞、大相撲の人気力士・逸ノ城の

所属部屋・湊部屋の師匠は安中市出身など、群馬には話題性を提供できる素材は多くある

ので、念頭において企画を練って欲しい。 

 

（一般出演者を増やして） 

委員  イベントの取材では、地元の多くの人を出演してもらい、感想があったらいい。 

 

（地域情報番組の活用） 

委員  地元密着で、自分が行けないイベントを視られるのは非常にいいし、疑似体験にも

なり、役に立っている。 

昔、子供の頃は、“上毛カルタ”で地元のことを覚えたが、大人になってからは、『ぐんまに 

あ』で地元のことを知るという活用の仕方もあるかと思った。 

 

２．『がんばれペガサス』に関する意見 

（高崎市ホーム化による観客増） 

委員  ホームが高崎となり、観戦する人が増えて良かった。 

また、昨年から群馬県も加盟することになった「マスターズ甲子園」も機会があれば、取材し

て欲しい。 

 

（地元の若者への影響力） 

委員  ペガサスは、身近に感じられるチームであり、存在意義は大きい。 

観戦だけでなく、番組を通じて選手の人柄なども分かるので、地元の子供や若い人たちに

とっても良いのではないか。番組がどれほど楽しみに視られていたり、影響力があるか分

からないが、ペガサスやザスパが募金支援活動を行ったが、こうした活動の裾野を広げる

意味でも、応援番組で取上げる意義があると思う。 

 

（地域創生予算申請の検討） 

委員  選手、監督に群馬出身者がいれば、もっと関心が高まると思う。 



 3 

番組を継続することで、ペガサス・ファンは増えるであろう。 

地域創生の予算申請が通れば、番組制作の補助金が出るのでは。 

大学やＪＣ（青年会議所）と連携することも検討して欲しい。 

 

その他質問事項 

（番組取材制限の有無） 

委員  番組の取材制限はあるのか。 

事業者  取材対象の選別は、こちらでやらせていただくが、要請があれば、その都度、判

断して回答させていただく。 

高崎、前橋は比較的イベントも多く、また情報出しのお声がけもいただくことから、一昔前に

比べれば、取材ネタには困らない状況である。出来るだけ、皆さんのご要望にはお応えし

たい。 

事後の放送だけでなく、集客の告知にも使っていただきたい。 

当社でも事業後援だけで年間 30 を超えている。 

 

（レポーターの評価） 

事業者  『ペガサス』では、「あかぎ団」（旧 AKG）をレポーターに起用したが、評価やご意

見をいただきたい。「あかぎ団」は、現在、ペガサスの特別応援団となっている 

事業者  あの二人は明るくて、良いのでは。番組を盛り上げている。 

 

（番組ナレーションの評価） 

事業者  番組ナレーションの感想があればお伺いしたい。 

委員  特に違和感は、ないのではないか。 

                                                  以上 

 


